
「雪國」 にみ る 『いき』 に関わ る日仏語の表現 にっいて

一 駒子に関わる 『艶』なる表現の比較分析一

鈴 井 宣 行

【要 旨】

川端 の作品の中で最 も有名な ものの0つ である 「雪國」の中には、背

筋がぞっ とす るような、 しか しなが ら、 これほ どの美 しく、艶やかな表

現が あるのか と思わせ るに十分 なものが数多 く見 られ る。 これ は、 まさ

に川端 の真骨頂 と言え る技法で もあ り、読み手に とっては己れの身体 に

流れ る血液が逆流 す るか と思 えるほ どの衝撃 を感 じるのであ る。

本稿 は この作品中の 日本語での表現がフランス語 とい う文学の世界 で
ユラ

は有数の表現力をもつ言語で如何 に表されるのか、読者に如何なる世界
2ラ

を与えるのかを九鬼周造が著 した名著 「『いき』の構造」一 殊 に、 「いき」

の第0の 微表 は異性 に対す る 「媚態」である とす る九鬼 の論 一 を手掛

か りとして、 日本語 とフランス語の両語の表現について比較分析 しなが

ら、川端が描いた駒子の 《艶》 なる世界の表現についての検討 を試 みた

ものである。

【キ ー ワ ー ド】

い き ・媚 態 ・艶 ・エ ロ テ ィ シ ズ ム ・省 筆
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はじめに
3ラ

本 紀要 第15号 にお いて述 べ たが、 「雪 國」 は最高 傑 作 の、 まさに
4ラ

"erotique"な 作 品 で あ る
。確 か に、この 作 品 の 中 の表 現 に お い て 、"CaSqUet

ら ラ

(色 っ ぽ さ)"な 表 現 と見 られ る も の が 数 多 く提 示 され て い るが 、二 人 の

女性 一一 駒 子 と葉子 一 が 有 して い る大 いな る繊細 さ、純粋 さ、 そ して

清潔 さが表現 されてい る____..方で、 表 現 と して の"官 能 的"、 あ るい は"色 っ
6)

ぽ さ"が 有す る 「頽廃 の美学」 とも言 える川端の美的世界が厳然 と、か

っ活 き活 き と表現 されている。

この作品を日本語 とフランス語 との対照研究の素材 とし、川端の幽玄

なる世界、《艶》なる世界 をフランス語ではどのように捉 え、伝 えようと

してい るのか、確 かに、作品の中では、 いろいろな形で この 《艶》 な る

世界が描かれているが、本稿 ではその焦点を駒子 自身の行動、 島村か ら

見た駒子の行動、仕種 な どを通 しての彼女の身体の部分の動 き とその島

村の見方な どに関わ る表現 を取 り出 して、 日本語 とフランス語 を比較 し

なが ら、川端 における 《艶》 とい う概念 を考 えてい こうとす るもので あ

る。 日本文学の多 くの名作 と言われ る作品の中で も、 「雪國」 は 《艶》の

極地 とも言 える作品である。

そこでは、比喩表現 を多用 し、erotXqueな 表現 を極 めて柔 らかで、丸

みをもった 《艶》 とい う領域 の表現 に変 えてい くとい う技法が採 られて

い る。

駒子 自身の頭 の先 か ら足の指 に至 る一つ一つの身体 の部分 に関わ るこ

の 《艶》 なる表現の世界 を名著である 「『い き』の構造 」を手掛か りとし

て、 日本語 とフランス語を比較 しなが ら、検討 してい くこととす る。
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「雪國」 にみる 『いき』 に関わ る日仏語の表現 について

1.「 髪 」

九 鬼 は 〈髪 〉 に つ い て つ ぎの よ うに述べ て い る。

「髪 は略 式 の ものが 『い き』 を表現 す る。(....)正 式 な 平 衡 を破 っ

て、 髪 の 形 を崩 す ところに異 性へ 向つ て動 く二元 的 『媚 態』 が 表 は
7)

れて來 る。」

髪 は女性 の命 とも言 え るほ ど、女性 に とって は極 めて大 切 な もの と考

え られて い たが、 イス ラム世界 で は 〈女性 の髪 は男性 を誘 惑 す る〉 と言

われ て い る よ うに、 女性 の 「髪 」 は男性 に とって は極 めて 「艶 」や か な

る もので あ る。

こ こで は駒 子 の 「髪」 に関 わ る表現 を取 り上 げ るこ とにす る。

(1)そ れ は この 雪 國 の 夜 の冷 た さ を 思 はせ なが ら、髪 の色 の黒 が強 いた

め に、温 か い もの に感 じ られ た。(P.351.1-L2)

daisilluitrouveaussiquelquechosedechaud,sansdouteacause

dunoirprofonddesescheveux.[P.531.9-1.11]一 へ＼

この表 現 の 前 に、 「濃 い 白粉 」 とい う言 葉が あ る。 この 「白」 との対 比

で、髪 の 「黒 」が鮮 やか に見 え、 その 「黒 」 の鮮 や か さに よって 「温 か

い もの に感 じ られ た」 ので あ ろ う。 そ して、 それ は、 駒子 の身体 の奥底

か ら発せ られ る 「温 か さ」 な ので あ る。 それ故 、 フ ランス語 で は、 駒子

の髪 の一本r本 か ら感 じ られ る彼 女 の体 温 を読 み手 に感 じさせ る よ うに、

`profond'が 使 わ れ て い る
。 つ ま り、 この 言 葉 の中 には 《奥底 か ら》 あ

るいは 《内奥 の》 な どの意味 が含 まれて い るた め、訳者 は これ を使 った

と考 え られ る。

さ らに、 この後 に はつ ぎの よ うな表 現が見 え る。

② 前髪 が細 か く生 えっ まつ て ゐ る といふの で はな い けれ ど も、 毛筋 が

男 みた い に太 くて、後 れ毛一 つ な く、 な にか 黒 い鑛 物 の重 つ た いや う

な光 だつ た。(P.351.6-L8)
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(...}:c'estplutotparleurvitalito,parcettofermeteunpeu

masculinequ'ilsluifontcettehautecoiffureimpeccablestylisee

ai'anciennemodeetsanslemoindrepetitdefaut,aussiiisse

qu'unelaque,dyesseesifi色rementqu'onladiraitcasqueedlune

solidesculpturedepierrenoire.[P.541.3-1.8]

こ こで は 、 久 しぶ りに 島村 と会 っ た駒子 が彼 の言 葉 に 「あ の時」 を思

い出 すか の よ うに 「な まな ま し く濡 れ た裸 を剥 き出 した よ うで あった」

のだが、 この島村 の駒子 を見 る目は、(1>の 〈髪 か ら駒 子 の 体 温 を感 じ る〉

とい う 《女 》 として の駒子 を見 る 目か ら、 少女 の身 体 を見 る 目に変 わ っ

て い る。 こ こで の 「髪 」 の表 現 は 「後 れ毛 一 つ な く」、 「黒 い鑛物 の重 っ

たいや うな」髪 として 、島村 の 目には映 っていたので あ る。 それ は 《女 》

を思 わせ る 《乱 れ た髪 》 で はない。 その髪 は`unesolidesculpturede

pierrenoire'な の で あ る。 そ こに は、 乱 れ髪 は一本 もな く、 きちっ とi整

髪 され て い る駒 子 の 髪 が あ り、 その中 に は 〈少 女〉 を感 じさせ る駒子 の

存在 が見 て とれ るので あ る。 ただ、 「黒 い鑛物 の重 った いや うな」 とい う

フランス語 について は、訳者 の苦労が伺 える。それ は上述 した`unesolide

sculpture'と い う表 現 か ら、 ヨ ー ロ ッパ の 美 術館 で よ く見 られ る彫刻 の

人物 像 の髪 を想像 して、 訳 され た もの と考 え られ るか らで あ る。原文 か

らすれ ば、 逸脱 した訳 で は あ るが 、 ヨー ロ ッパ の読 み手 に は身 近 な比喩

表現 とな って い る と考 え られ る。

この よ うに、 少女 っぽ い駒 子 の イ メージが 出 てい るか と思 う と、 っ ぎ

に は百 九 十九 日前 の酒 に足 を とられ なが ら、 島村 の部屋 に来 た駒子 が い

る。 そ して、二 人 で湯船 に行 った後 、部屋 に戻 った駒 子 の 《髪 》 の状 態

は、つ ぎの よ うな表 現 で表 されて い る。

③ 部 屋 に戻 ってか ら、 女 は横 に した首 を軽 く浮 か して髪 を小 指 で持 ち

上 げな が ら、 「悲 しい わ。」 と、 ただ ひ とこ と言 っただ けで あ った。
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「雪國」 にみる 『い き』 に関わる日仏語 の表現 について

(P.401.13-1.14)

Ilsseretrouvaientdanslachambre.Enrelevantunpeulafete

sur1'oreilller,d'ungestedesonpetitdoigtsur1冒oreille,elle

fitglisserunm色chedefaitedesacoiffure.《Jem'enSenstriste.》,

d6clara-t-ell.[P.601.26-1.30]

こ こ で 、 取 り 上 げ る べ き 表 現 は 、 「髪 を 小 指 で 持 ち 上 げ な が ら 」 と い

う も の で あ る 。 こ の 「髪 」 は 女 性 の 《髪 》 に 関 わ る 言 葉 の 中 で も 、 殊 に

8)

色気 を感 じ させ る、正 に 《艶 》 な るもの と言 え る。 あの耳 の前 に垂 れ 下

が る数 本 の髪 を 「小 指」 で持 ち上 げ る様 は、 浮世 絵 の世界 で あ り、 極 め

て 《女 》 を感 じ させ るもの で あ る。使 われ る指 も最 も小 さい 「小 指 」 で

な けれ ぼ、 この 《艶 》 な る情 景 は現 出 して こな い。 この細 か な、極 め て

日本 的 な表 現 を フラ ンス語 で は どの よ うに表 せ ばい い のか、 訳者 は、 上

記の よ うに`(...),d'ungestedesonpetitdoigtsurlloreille,elle

fitglisserunm6ched6faitedesacoiffure!と 、 小 指 で 髪 を持 ち上

げ る様 を 表 現 して い る。 この場面 は原 文 と比較 して もさほ どの違 和 感 は

ない。 こ こで も う一つ の点 に注 目 した い。 それ は原 文 の 「横 に した首 を

軽 く浮か して」 の箇所 で あ る。 この フランス語訳 は訳 者 の この場 面 の情

景描 写 の拘 りが伺 え る。 その表現 は上述 した フ ランス語訳 の うち のっ ぎ

の表現 に見 られ る。

`Enrelevantunpeulat色tesurroreilller
,(_)'

この 表 現 は原 文 に は 表 され て い な い。 つ ま り、 この フ ラ ンス語 訳 の 日

本 語 の意 味 は 「枕 においた 頭 を軽 く浮 かせ て」 とな る。右 の 下線 部 が 日

本 語 の原 文 で は 「横 に した首 を」 とな って い る。 この 「横 に した首 を」

か ら想 像 で きる駒子 の姿勢 は床 の 中で横 にな ってい る駒子 で あ る。 この

よ う に 情 景 を 読 み 取 っ て み る と 、`glisserunm⇔ched⇔faitede

sacoiffure.'と い う美 し く、 か つ 艶 な る表 現 が しっか りと読 み手 に伝達
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さ れ て い く と言 え る 。

「横 に した 首 を 」 と な っ て い る
。 こ の フ ラ ン ス 語 の 訳 文 は 、 非 常 に 写 実

的 で 直 接 的 な も の と な っ て い る 。

(4)島 村 は 女 の 髪 を 掻 き 分 け て 元 結 を 切 つ た 。 ひ と と こ ろ が 切 れ る度 に

駒 子 は 髪 を 振 り落 と し な が ら、 少 し落 ち つ い て 、(...)

(P.1001.11-1.12)

ShimamuraslapPIiquaaecarterlescheveuxetcoupalesrubansun

aun,cependantqueKomakoagitaitlafetepourfairetomberses

cheveuxdenouesdapssondos.Eileavait,sembiait-il,reprzsun

peusoncaIme.[P.1381.23-1.27]

こ こ で の フ ラ ン ス 語 と 日本 語 を 比 べ て み る と、 訳 と して 若 干 ど う か と

思 わ れ れ る箇 所 も あ る が 、 こ こ で 問 題 と し て 取 り上 げ て い る の は 《髪 》

とい う 点 で あ る た め 、 こ の 点 に 絞 っ て 考 え て い く こ とに す る 。

こ こ で の 駒 子 の 動 作 が 関 わ っ て い る 《髪 》 に つ い て の 表 現 は 、 彼 女 が

髪 を 振 り落 とす 場 面 で あ る 。 そ の 場 面 は 、`Komakoagitaitlatetepour

fairetombersescheveuxdenouesdanssondos.'で あ る。 駒 子 は こ の

場 面 で は 「元 禄 袖 の 派 手 な め りん す の 袷 に 黒 襟 の か か つ た 寝 間 着 で 伊 達

巻 を しめ て ゐ た 」(P.1001.3)の で あ る。 寝 間 着 姿 に そ の 背 中 に は 〈乱 れ

髪 〉。 こ れ ほ ど の 色 気 を 誘 う状 況 が あ る で あ ろ う か 。 日本 語 の 原 文 に は 、

「背 中 に 」 とい う表 現 は な い
。 しか し、 敢 え て フ ラ ン ス 語 訳 で は 、 具 体 的

に`sescheveuxd6nouξsdanssondos'と し て い る 。 九 鬼 の 言 う 「正 式

な 平 衡 を 破 つ て 、 髪 の 形 を 崩 す と こ ろ に 異 性 へ 向 つ て 動 く二 元 的 『媚 態 』
9ラ

が 表 は れ て 來 る 」 の で あ る 。

⑤ 解 け た 髪 を 硫 き な が ら顔 を 上 げ る と、 眩 し さ う に含 み 笑 ひ を して 、

(P.1011.3--1.4}

Komakoavaitredresselebustepourpeignerseslongscheveux
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「雪國」 にみる 『いき』 に関わ る日仏語 の表現 について

d¢nou6s,nonsansavoirunpetitriregene:(...)

[P.1391.12-1.14]

(4)の場 面 に続 く この場 面 は、 島 村 に髭 を切 って も らった駒 子 が髪 を流

くところで あ る。 この 「髪 を硫 きなが ら」 とい う駒子 の この姿 態 もまさ

に九鬼 の言 う 「二元 的媚 態」 にほか な らな い。《女 》が 「派 手 なめ りんす」

を身 につ けて、 髪 を流 き、 《男 》 の表情 を確 か めなが ら、 「ふ ふふ 」 と含
　の

み笑 い をす る。 この 〈眩 しさ うに含 み笑 ひ を して〉 とい う行為 に も 《男 》

を意識 して い る こ とが うかが える。殊 に、含 み笑 いだ けで な く、 〈眩 しさ

うに〉 とい う言 葉が添 え られ い る。確 か に、 〈含 み笑 ひ〉 だ けで も、 〈女 〉

としての何か を感 じさせ る ものであ るが、 この 〈眩 しさ うに〉 とい う 〈女〉

の 〈含 み笑 ひ〉 を更 に高 揚 させ る言 葉 が添 え られ て い る こ とに注 目 しな

けれ ぼな らない。 この部 分 の フラ ンス語 訳 はっ ぎの よ うに表 現 され て い

る。

(...},nonsansavoirunpetitrireene,{,..}

訳 者 は、`nonsans+inf.'を 使 用 して い る。 この 表 現 は、 〔や は り～

が ともな う〕 とい う意 味 を有 して い る。 とい うこ とは、訳者 は、 この 〈含

み笑 ひ〉 は、 〈男〉 に対す る大 きなメ ッセ ージ となって い る と判 断 して い

ると考 え られ る。 さらに、 〈含 み笑 ひ〉 とい う表 現 について も、`gene'と
11)

い う動 詞 を使 って 、 〈女〉 の 〈笑 ひ〉 を表 して い る。辞 書 を引 くと、 〈含

み笑 ひ〉 は`unrire6touff6',つ ま り 〔押 し殺 した 笑 い 〕 とい う意 味 で

提 示 され て い る。 この`6touffer'は 〔(感情 を な どを)押 し殺 す 〕 とい

う意 味 が 提 示 され てい るが、`gener'に は 〔気 詰 ま りを感 じ させ る 〕 と

い う意味 が提 示 されて い る。確 か に、 〈含 み笑 ひ〉 は、 押 し殺 した よ うな

笑 いで はあ るが、 この場面 で は、駒子 の一 日に二 回、 それ も 「朝 の七時 」

と 「夜 なかの三 時」 に島村 の部屋 を訪 れた とい う抑 え きれ ない 〈女 の性 〉

が読 み取 れ る。 それ故、気 詰 ま りを感 じなが らも、 〈男 〉 に会 いたい との
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思いが見て とれ る。

この ように考 える と、 〈髪 を硫 く〉 とい う行為 とこの 〈含み笑ひ〉は九

鬼 の言 う 「姿態の一元的平衡 を破 る」 ものなのであ り、 この二つの行為

の間には、駒子 の島村 に対 して、女の性が生み出す言い ようのない感情

がその場面 に流 れてい ると考 えられ る。 それ故、訳者 は`gener'と いう

動詞 を使用 したのではなかろ うか。

以上、駒子の 「髪」 に関わる行為 の表現 を見て きたが、っ ぎに 「唇」

に関わ る表現 を考 えてみ ることにす る。

ll.「顔」

この項では、 〈liS:〉を含 めたそれに関わ る部分 についての駒子の表情

を考 えてみ ることにす る。

九鬼 は 「顔面」 について、つぎの ように述べている。

「顔面 の表情が 『いき』なるためには、眼 と口 と頬 とに弛緩 と緊張 と

を要す る。 これ も全 身の姿勢 に輕微 な平衡破却が必要であった と同
1Z}

じ 理 由 か ら理 解 出 來 る 。」

と し て い る。

ま ず 、 「唇 」 に 関 わ る 表 現 か ら検 討 して い く こ と に す る 。

1.「 唇 」

(1)細 く高 い 鼻 が 少 し寂 し い け れ ど も 、 そ の 下 に 小 さ くっ ぼ ん だ 唇 は ま

こ と に 美 し い 蛭 の 輪 の よ う に 伸 び 縮 み が な め らか で 、 黙 っ て い る 時 も

動 い て い る か の よ う な 感 じ だ か ら 、 も し搬 が あ っ た り色 が 悪 か っ た り

す る と、 不 潔 に 見 え る は ず だ が 、 そ う で は な く濡 れ て 光 っ て い た 。

(P.291.18-P,301.1)

Sonnezd61icatethaut,avecunpetitaird'horphelindansson

visage,vousemouvaztavecunriendemelancoliequ'effagait
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「雪國」にみ る 『いき』 に関わ る日仏語の表現 について

aussitstIafleurdeseslevresenIeurboutontantotserre,tantot

epanouiparunchaudmouvementquiavaitunegracedevieanimale

etgourmande.M6mealorsqu'ellenedisaitrien,sesl色vres

vivaientetsemouvaient,se皿blait-il,parelles-mξ 舶es.

Craqueleesouridees,ouseulementd'しmvermillonmoinsvif,ces

ieyeseussentpuavoirqueiquechosedemorbide;maisieurcouleur

avaittoutleveloursdeladouceuret1,6clatdelabelleBarite.

(P.451.18-1.29)

九 鬼 は 「口 は 異 性 間 の 通 路 と し て の 現 實 性 を 具 備 し て ゐ る こ と と 、 運

動 に 就 て 大 な る 可 能 性 を も つ て ゐ る こ と と に 基 づ い て 、 『い き 』 の 表 現 た

る 弛 緩 と 緊 張 と を 極 め て 明 瞭 な 形 で 示 し得 る も の で あ る 。 『い き 』 の 無 目

33)

的な 目的 は唇 の微 動 の リズ ムに客観 化 され る。」 と論 じて い るが、殊 に唇

は、 弛緩 と緊張 とい う状 態 に常 に あ る言 え る。駒子 の唇 は 「美 しい蛭 の

輪 の よ うに伸 び縮 みが なめ らか で、黙 って い る時 も、動 いて い るか の よ

うな感 じ」 で あ った。 この 《艶 》 の極 地 とも言 え る 〈唇 〉 の表 現 だ が 、

それ を上 記 の フラ ンス語訳 で見 てみ る と、 っ ぎの よ うに表 され て い る。

(...)1afleurdeseslξ}vresenleurboutontant6tserre,tantot

epanouiparunchaudmouvementquiavaitしmegracedevieanimale

etgourmande.

この 日本 語 訳 は つ ぎの よ うに な る。

「動 物 的で あ り、 ものほ しげな命 の魅力 を持 った熱 き動 きに よって引 き

締 まった り、広 が った りして い るつ ぼみ の段 階の唇 」(筆 者 訳)

そ して 、 駒 子 が 何 も言 わ な い と きで さえ、`sesI色vresvivaientetse

mouvaient,semblait-il,parelles一 鵬mes.'、 っ ま り、 活 き活 き と して

お り、 生 き物 の よ うに 自分 の意 志 を もって 自在 に動 いて い た ので あ る。

《女》 の蛭 の よ うな、 そ して、 吸 いつ くよ うな唇 の動 きは 《男 》 に とって
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欲 庸 を強 くさせ る大 きな要 素 で あ る。

一 方、 っ ぎの フラ ンス語訳 の表 現 を見 て み る こ とにす る。

(...)cesl壱vreseussentpuavoirquelquechosedemorbide;mais

leurcouleuravaittoutleveloursdeladouceuret1'eclatdela

bellesang.

こ の部 分 は 日本 語 の文 の 「も し雛 が あつ た り色 が悪 か った りす る と、

不潔 に見 え るはずだが 、 そ うで はな く濡 れ て光 ってい た。」 の ところで あ

る。 こ こで注 目すべ き表 現 は 「唇 が不 潔 で あ る」 とい う表 現 で あ る。 こ

れ を表現 す るため に、 フラ ンス語で は`morbide'と い う形 容 詞 が 使 わ れ

て い る。 この`morbide'と い う語 彙 に は、 ① 〔病 的 な 〕 とい う意 味 と、

② 美 的 に使 う場 合 は 〔しなや か な〕 とい う意 味 の両義 が あ るた め、 この

形容 詞`morbide'に よ っ て 、 駒 子 の 《艶 》 な る境 地 が現 出 され てい る。

そ して、最後 には、唇 の色の表現 一 「そ うではな く、濡 れ光つていた。」一

が提 示 され て い る。 そ こで は、 日本 語 の 「濡 れ光 る」 とい う表 現 に対 し

て、 っ ぎの よ うに表 現 され てい る。

(...)1eurcouleuravaittoutleveloursdeladouceuretll6cIat

deIabellesame.

この 日本 語 訳 は っ ぎ の よ う に な る。

「唇 の色 はほん とうにビ ロー ドの よ うななめ らか さ とす ば ら しい健 康

的 な輝 きを もって いた。」(筆 者 訳)

この 部 分 につ い て は、 筆 者 は異 論 を挟 まね ばな らな い。特 に、後半 部

分 の`1'eclatdeIabellesant6.'。 これ につ い て は、 《女 》 の唇 の持つ

色 っ ぽ さが感 じ られ な い。 それ は 「唇 が濡 れ光 る」 とい う表現 は 〈女 〉

として の、 ね っ と りと した色 気 を感 じさせ るに十 分 な表 現 で あ るか らで

あ る。駒 子 の唇 は島村 に は不 潔 に見 えた ので はな い。訳 者 は この 日本 語

文 の 〔不 潔 〕 を 〔不健 康 な〕 と考 えたの で はなか ろ うか。
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この 〈唇〉 も平衡破却 によって 《艶》 とい う世界 にあ るもの と言 える
　の

で あ ろ う。

② あ の 美 し い 血 の 滑 らか な 唇 は 、 小 さ くつ ぼ め た 時 も 、 そ こ に 映 る 光

を ぬ め ぬ め 動 か して い る よ う で 、 そ の くせ 唄 に つ れ て 大 き く開 い て も 、

ま た 可 憐 に 直 ぐ縮 ま る と い う風 に 、 彼 女 の 体 の 魅 力 そ つ く りで あ つ た 。

(P.601.18-P.611.2)

SurIerebordcharnudesesSevres,delicieusementcloseserlun

delicatboutondefleur,onvoyaitdanceruneclatdelumiere;et

quandeIlessrentrouvraientpourlaisserpasserlechant,c'etait

uninstantapeine,etbienvifieellesserefermaientenbouton.Leur

Inouvementseduisant,tenduseulementpourserel合cheravecplus

d層abandonetdecharme,ξltaitl'expressionmemedetoutsoncorps,

uninstantraidicommepourmieuxretrouverlaIascivefeminitede

sabellelemesse.(P.891.20-1.30)

こ の 部 分 は 、 〔唇 〕 の 〈艶 な る要 素 〉 が 強 烈 に 表 現 さ れ て い る箇 所 で あ

る。 殊 に 、 そ の 「美 し い 血 の 滑 ら か な 唇 」 の 動 き に つ い て は 、 「大 き く開

い て も、 す ぐに縮 ま る 」 とい う 日本 語 に 対 して`eIIeSS1entrOUvraient'

(e細 か く開 く)と`ellesserefermaientenbouton.'(=蕾 の よ う に 再

び 閉 じ る)と い う フ ラ ン ス 語 が 用 い ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 フ ラ ン ス 語

の`s`entrouvrir'は 薄 く開 く、 つ ま り大 き く口 を 開 け る と は な ら な い 。

しか し な が ら 、 こ の 「大 き く」 の 意 味 を 〔駒 子 が 口 を 横 に 平 ら に 、 広 く

開 い た 〕 と解 釈 す れ ば 、 こ の`S'entrOuvrir'は 、 ぴ っ た りの 表 現 と な

る 。 そ し て 、 この フ ラ ン ス 語 訳 の よ う に考 え た ほ う が い い の で は な い か

と も思 わ れ る の で あ る。

そ して 、 そ の 唇 の 動 き が 駒 子 の 体 の 動 き と 同 じ だ と 島 村 は 言 う。 こ の

駒 子 の 体 に つ い て の 島 村 の 言 葉 は極 め て 意 味 深 長 で あ る が 、 こ の 島 村 の
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短 い言 葉 一 「彼女 の体 の魅 力 そつ くりで あつ た」 一 を フ ランス語 で は

説 明 的 な解釈 が な され て い る。 そのた め に、 つ ぎの よ うなか な りの長 文

にな って い る。

(...)Leurmouvementsξ}duisant,tenduseuIe皿entpourserelacher

avecplusd署abandonetdechar皿e,taxtrexpressionmemedetout

soncorps,uninstantraidicommepourmieuxretrouverlalas-

civefeminitodesabellejeunesse.

で は 、 駒 子 の 「唇 」 の動 き は 《男 》 を誘 うよ うなそれ で あ り、 それ と

「彼女 の体 の魅 力」が 同 じだ と島村 は思 った。訳者 はその魅 力 を`1alas-

civef6minit6'(駒 子 の 〈狼 褻 な性 〉)と 考 え た の で あ ろ うが 、 や は り、

こ こで は`laIascive'で は な く、`casquet'が 適 当 だ と考 え る。 それ は、

駒 子 自身 の動 きの 中には`lalascive'は あ るが、 しか し、 そ こ に は 〔可

愛 ら しい〕 とい う要素 が 常 に入 って い る と考 えた ほ うが 妥 当で あ ろ う。

この部分 はか な り説 明 的 にな って は い る ものの、訳者 の苦 労 が伺 え る

が 、但 し、川 端 の本領 と言 え る 「薄 い衣 で 覆 う」技法 が 隠 され て しまっ

て い る点 は フラ ンス語 の表 現 上、 や む を得 な い こ とで あ ろ う。

で は、 っ ぎに眼 と頬 につ いて、検 討 を加 え る こ とにす る。

2.眼

九 鬼 は 『眼 』 に つ い て の 中 で 、 『伏 目』 につ いてつ ぎの よ うに述べ て い

る。

「(_)伏 目 も また 異 性 に封 して色 氣 あ る恥 しさ を暗示 す る貼 で媚 の手
15)

段 に用 ひ られ る。」

さ らに、横 目、上 目、 伏 目、流 し目な どに共 通 して い る こ と として、

っ ぎの よ うに も述 べ て い る。
16)

「異性への運動 を示 すために、眼の平衡 を破 って常態 を崩 す こ とで ある。」

や は り、 ここで も`casquet'な 状 況 を呈 す る よ うに な るに は、 九鬼 の
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「雪國」 にみる 『いき』に関わる日仏語 の表現 について

言 う 「平 衡 破 却 」 の 考 え 方 が 必 要 に な っ て く る で あ ろ う。

で は 、 「伏 目 」 に つ い て の 検 討 を 試 み る こ と に す る 。

(1>そ の 伏 目 は 濃 い 腱 毛 の せ い か 、 ぽ うつ と温 か く艶 め く と島 村 が 眺 め

て い る う ち に 、 女 の 顔 は ほ ん の 少 し左 右 に 揺 れ て 、 ま た 薄 赤 ら ん だ 。

110bservasonvisage,duitrouvantunechaleursensueilequ'on

pouvaitimputor,peut‐etre,aIaIongeurdecesciismagnifique-

mentfournis,quesesyeuxbaiss6smettaientenvaleur.

Averuniegermouvementdetetoeiledit,rougissantencore.

(P.331.34-P.341.4}

こ こ で は 、 フ ラ ン ス 語 訳 の`sesyeuxbasses'と`unechaleur

sensuelle'に 注 目 し た い 。 そ れ は 、 日本 語 の原 文 に お け る 「伏 目」 と 「ぽ

うつ と温 か く艶 め く」 とい う表 現 と の 関 係 で あ る 。 フ ラ ン ス 語 訳 に お い

て`sensuel'と い う形 容 詞 が 使 用 さ れ て い る 。 こ れ は 駒 子 が 島 村 に 「頭

が さ つ ぱ り し な い ん だ 。 君 とだ つ て 、 か ら っ と した 氣 持 で 話 が 出 來 や し

な い 。」 と い う言 葉 を 受 け て の 駒 子 の 表 情 で あ る 。 島 村 が 自分 を 求 め て い

る こ と を 悟 っ た 駒 子 の 心 情 が 二 人 の 間 の 情 交 へ の 思 い へ と発 展 し て い っ

て い る の で あ る。 そ れ 故 、 駒 子 の 〈伏 目 〉 は 〈官 能 的 〉 な も の と な っ て

島 村 に 迎 え 入 れ られ た と言 え る。 また 、`rougissantencore'も 駒 子 自 身 、

二 人 の 「そ の 時 」 を し っ か り と受 け 止 め た た め に 他 な ら な い の で あ る 。

② 女 が 黒 い 眼 を 半 ば 開 い て ゐ る の か と、 近 々 の ぞ き こ ん で み る と、 そ

れ は 捷 毛 だ っ た 。(P.401.15)

Shlmamuracrutpendantunmomentqu`elleavaitlesyeuxouverts

ademi,puisilsserenditcomptequelaiigneepaissedesesciis

luienavaitdonnellillusion.[P.601.31-1.34]

こ こ で は 、 駒 子 の 眼 が 半 ば 開 い て い る と見 え る 一 実 際 は 、 「隠 毛 」 だ っ

た が 一 状 況 で あ る が 、 口 と 同 様 、 眼 も 半 分 だ け 開 い て い る 状 態 は 「い
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き」の状態 と言 える。 この場面 は、駒子 と島村が湯か ら部屋 に戻った場

面だが、湯 へ入 る夫婦 として客 に見 られた駒子の心情が この文 のす ぐ前

で、彼女の緩んだ口元か ら発せ られた 「悲 しいわ」である。絶対 に 「夫

婦」 とはな り得 ないことを駒子 は承知 してい ると考 えられ る。

九鬼 はつ ぎのように述 べてい る。

「媚態 は異性の征服 を假想的 目的 とし、 目的の實現 と共 に消滅 の運命
アアラ

をもった ものであ る。」

さ らに、九鬼 は永井荷風 の言葉 を引用 して、つぎの ように も述べてい

る。

「永井荷風が 「歓樂」の うちで 『得 ようとして、得 た後の女ほ ど情無

いものはない』 と云つて ゐるのは、異性 の箋方 において活躍 してゐ

た媚態の 自己消滅 によつて齎 らされた 『倦怠、絶望、嫌悪』の情 を
18)

意味 してゐるに相違 ない。」

この場面では、 この九鬼の言 う、荷風の言の 「得た女」を立花の立場

に立 って考 えると、 「得た男」 となる。 このように考 えれば、九鬼の論 に

通 じるものがある。 それ は、先 に述べた駒子の 「悲 しいわ」 とい う言葉

の如 く、駒子の島村に対する 〈心〉一 相通 じえない、あるいは添 い遂げ

らない、所謂、 「不倫」の間柄である故 一 が どうしようもないほどの 『絶

望』的な状況に追 い込 まれている と、駒子 自身がすで に感 じてい るか ら

にほかな らないのである。

この 「眼が半 ぼ開かれてい る」のは、確か に 「随毛」で あ り、それが

「半 ば開かれている」 ように、島村にそのように見せたのは、駒子の 「眼」

か ら島村 に対 しての訴 えか けのように感 じられ るので ある。

以上、 ここまで 「眼」 に関わ る表現 を検討 して きたが、っぎに 「頬」

について検討を加 えることにする。
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「雪國」にみ る 『いき』 に関わ る日仏語の表現 につ いて

3.頬

九鬼 は 「頬」(=ほ ほ)に ついて 「頬 は微笑 の音階 を司つてゐる黙で、
19)

表 情 上 重 要 な も の で あ る 。」 と、 論 じ て い る 。

ま た 、 「西 鶴 は 頬 の 色 を 『薄 花 櫻 』 で あ る こ と を 重 要 視 し て ゐ る が 」 と、

述 べ 、 さ ら に 、 「頬 」 に つ い て 吉 井 勇 の 例 を 挙 げ て 、 つ ぎ の よ う に も述 べ

て い る。

「秋 の 色 を 帯 び る傾 向 を もつ て ゐ る
。」[P.761.1H.12]

で は 、 川 端 の 「頬 」 に つ い て の イ メ ー ジ と は 如 何 な る も の か を そ の 表

現 を 通 して 検 討 す る こ と に す る 。

① そ の 雪 の な か に 女 の 眞 赤 な 頬 が 浮 か ん で ゐ る 。 な ん と も い へ ぬ 清..

な 美 し さ で あ っ た 。(P.411.18-1.19)

(...)c冒6taitIaneige,aucoeurdelaqueIlesepiquaitlecarmin

brillantdesjouesdeIajeunefemme.La正 〕eaut6dececontraste6tait

d'unepureteineffable,dluneintensitoapeinesoutenabletant

elle6taitaiguisee,vivante.[P.621.2Q-1.24]

こ の 場 面 で は 、 駒 子 の 〔頬 〕 の 〈赤 〉 と 〔雪 〕 の 〈白〉 と駒 子 の 〔髪 〕

の 〈黒 〉 の 三 つ の 色 の 要 素 が 対 照 化 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 〔赤 〕 は 、

駒 子 が 言 う よ う に 、 寒 さ の た め で は な く、 駒 子 の 身 体 自体 が 赤 く染 ま っ

て い る の で あ る 。 駒 子 の 「寝 床 に 入 る と直 ぐ、 足 の 先 ま で ぽ っ ぽ つ して

來 る の 。」 とい う言 葉 は 、 島 村 を 迎 え た 時 の 自 分 の 身 体 の 余 韻 を 味 わ っ て

い るか の よ う に も思 え る 。

19)

この 〈赤〉 は九 鬼 の言 う 「距離 の接 近 は却 つて媚 態 を強 度 にす る」 と

言 え るが、駒 子 と島村 の関係 にお け る 〈距 離〉 とは 〈身体 の距 離〉 で は

な く、 〈心 の距離 〉 と捉 えて考 えなけれ ばな らない。訳者 は、 この 「眞赤

な」 を`lecarminbrillant'と 訳 して い る。 この場 面 の`lecarmin'と

い う語 の 使 用 は、 〔頬 〕 の 色 か ら,,,子 の 身 体 全 体 の 〈色 〉 を妖 し く想 像 さ
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せ るに十分な もの となってい ると言 える。

さて、 この作品の中で は 〔頬〕 に関す る表現 はほかに も多 く見 られ る

が、つ ぎには 〔頬〕 に深 く関わ りのある 「微笑む」 とい う表現を検討す

ることにす る。

「微笑」 とい うのは 〔頬〕を考 える上で、表情上重要 な もの と言 える。

また、 〔頬〕の緊張が緩み、平衡破却 の状況 を呈 している。 さらに、九鬼

は 「微笑 としての 『いき』 は快活な長音階 よ りは寧 ろ稻悲調 を帯びた短
20)

音 階 を 澤 ぶ の が 普 通 で あ る 。」 と、 論 じ て い る。

そ こ で 、 つ ぎ の 表 現 に つ い て 検 討 し て み る こ と に す る 。

② 「え え 、 そ の こ と は も う よ く分 か り ま し た わ 。」 と、 女 は 聲 を 沈 め て

微 笑 む と、 少 し藝 者 風 に は しや い で 、(...)(P.251.5-1.6)

-Oui
,oui,jlaicompris,dit-elledIunevoixmomspointue,en

esquissantunsourireoutransparaissaitqueiquechosede1'en-

jouementdelageisha.[P.391.9-1.11]

こ の 場 面 は 、 島 村 が 家 族 を 連 れ て く る と駒 子 に 告 げ る場 面 で あ る。 こ

の す ぐ前 に は 、 駒 子 の 言 葉 「え え、 そ の こ とは よ く分 か りま した わ 。」 と、

自 嘲 的 に 語 っ て い る 。 こ の 「微 笑 む 」 に は 、 こ の 場 面 で の 駒 子 と島 村 の

`・,tの 、 ま さ に 九 鬼 が 例 と し て 挙 げ た 「秋 の 色 を 帯 び る傾 向 」 を 呈 して

い る と言 え る 。 駒 子 の 「微 笑 み 」 の 裏 に 隠 さ れ た 彼 女 の 心 情 が 読 み 取 れ

る 場 面 で あ る 。 こ の フ ラ ン ス 語 訳 を 見 て み る と、 つ ぎ の よ う な 訳 が つ け

られ て い る 。

c　 む ヲ

eneSqUlSSantUnSOUrlre

この 中 で使 用 さ れ て い る`esquisser'は 「(身振 りな どを)す こ し示

す 」 の 意 味 に解 され て い るが、 この動 詞 と 「聲 を沈 めて」 とい う意 味 で

使 用 され て い る`d'unevoixmoins'の`moins'と が 駒 子 の 心 の 状 態 を

捉 え て い る と考 え られ る。 この駒子 の 〔聲 〕 は、肯 定 的 な響 きで表 現 さ
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「雪國」 にみ る 『いき』 に関わ る日仏語の表現 について

れてはこの場面が成立 しない。訳者 は`moins'を 使用す ることによって、

この駒子の 〔聲〕の大 きさを否定 的に表現 しようとした と考え られ る。

これ によって、 「はしゃ ぐ」 とい う言葉が持つ 「喜 び」 とは全 く正反対の

〔深 い虚 しさ〕 を我々に感 じさせているので ある。

ここまで、 「顔」に関わる表現について検討 を加 えてきたが、っぎに 「皮

膚」 に関わ る表現の検討 に移 ることにす る。

川.皮 膚

まず 、 「皮 膚 」 とい う と、 「媚 態」 とい う概 念 で考 え る場 合、 触覚 的 に

捉 え られ るこ とが 一一般 的 と考 え られ る。 しか し、九 鬼 は 「味覚 、 嗅覚 、
21)

鯛 覚 な ど は 身 髄 的 獲 表 と し て 『い き 』 の 表 現 とな る の で は な い 。」 と し て

い る 。

そ こ で 、 九 鬼 の 言 う 「鯛 覚 」 的 側 面 か ら見 る の で は な く、 視 覚 的 な 側

面 か ら の 「皮 膚 」 の 媚 態 に つ い て 検 討 して い く こ と に す る 。

(1)白 い 陶 器 に 薄 紅 を 刷 い た よ う な 皮 膚 で 、 首 の つ け 根 も ま だ 肉 つ い て

ゐ な い か ら、 美 人 とい ふ よ り もな に よ りも、 清 潔 だ っ た 。(P.301.3-1.5)

Maisaversacarnationdeporcelaineexquisementteinteederose,

avecsagorgevirginaleetsesepaulesjuvenillesquiallaient

prendreencore㎜.riendeplenitude,elleproduisait㎜etelleet

sipureimpressiondefraicheurqu冨elleavaittoutlecharmedela

beaut,memesielleetaitpasabsol㎜entunebeaut6.

[P.451.35-P.461.4]

こ の フ ラ ン ス 語 訳 を 見 て み る と、 日本 語 の 原 文 に は な い 語 彙 が 使 用 さ

れ て い る 。 そ れ は 、 訳 者 の 写 実 的 で 、 か っ よ り媚 態 的 表 現 に との 思 い が

あ る の で は な か ろ うか 。 「陶 器 」 の 色 も原 文 は 「白 」 で あ る が 、 意 識 的 に

`rose'を 使 用 し
、 〈女 の 肌 〉 と の 調 和 を 図 ろ う との 意 図 が 見 え る 。 「首 の
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つ け根 もまだ肉つ いて いな い」 は フ ランス語 で は`sagorgevirginale

etsesepaulesjuvenilles'と 、 〔喉〕 か ら 〔肩 〕 へ そ の範 囲 が広が って

い る。 〔喉〕 につ いて の形容表現 も 〔処 女 の よ うな〕 とい う表現 を使用 し、

〔肩 〕 にっ いて は 〔若々 しい〕 とい う形 容表 現 をつ けて い る。 「肉つ いて

ゐな い」 とい う日本 語 は まだ若 くて、清 純 さを醸 しだ す表現 で あ る。 ま

た、駒 子 の皮 膚 が薄紅 色 で あ り、 これ を強調 す るため に、 あ えて首(un

COU>を 使 用 せ ず に、 〔喉 〕 と 〔肩 〕、 〔襟 〕 とい う一連 の肌 の流 れ の中で

〔皮膚 〕 とい う概 念 を捉 えた もの と考 え られ る。 「襟 」 につ いて 、九 鬼 は

「衣紋 の平衡 を輕 く崩 し、 異性 にYー して 肌 へ の通 路 を ほの か に暗 示 す る黙
22)

に存 してい る。」 と、論 じて い る。 で は、っ ぎの 「皮 膚」 は如何 な るもの

なの か。

② 百合 か 玉葱 み た いな球 根 を剥 いた新 しさの皮膚 は、 首 まで ほんの り

血 の色 が 上 って いて、 なに よ りも清潔 で あった。(P.611,4-1.5)

Songraindepeauevoquaitlepolid'unoignonfraispele,ou,

mieuxencore,dTunbulbsdeors,matsavecunedoucheroses

descendantjusqu'aucreuxdesondecolletee.Uneparfumde

propret6dominaittout.[P.891.35-P.901.2]

こ こで 注 目すべ き は、 「百 合 か玉 葱 みた いな球根 を剥 いた新 しさの皮膚」

で あ る。 この フ ランス語 は 日本 語 で み る と、 つ ぎの よ うにな る。

その皮膚 の きめ は、新 鮮 で 、皮 をむい た玉 葱 の艶、 あ るい は、 白百

合 の ぬ けた よ うな球根 を思 い起 こ させ た。勿 論 、首 の くぼみ まで お

りて きた ピン ク色 の色 彩 とともに。清 潔 さの香 りが支配 して いた。

駒 子 の肌 の 白さが 〔百 合〕、 〔玉葱〕 に よって比喩 的 に表現 され てい る。

こ とに、 〔玉葱(unoignonfrais)〕 は薄 衣 を ま とっ た汚 れ て い な い 〈女〉

を象 徴 して い る と考 え られ る。 その薄衣 を一 枚一枚 剥 ぐ行為 と玉 葱 の皮

を剥 ぐ行為 とが正 に一致 した媚 態表現 となって い るので あ る。
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「雪國」にみる 『いき』 に関わ る日仏語の表現 について

さ らに、 「首 までほんの り血の色が上がって」いて、赤みを帯 びた首す

じ と肌 の白さの コン トラス トが鮮やかに描 き出されて いる。 フランス語

では、 「ほんの り血の色が上がって」を しているが 〔ピンク色 をした色調

で〕 と、 よ り人肌 に近 く、 その色っぽ さを醸 しだ してい る。

「皮膚」 とい うのは、島村 に言わせれぼ、 「人間は薄 く滑 らかな皮膚 を愛

し合つてゐ るのだ。」 とな るのだが、 〈媚態〉 としてはや は り、視 覚的視

点か ら考 えると、 「媚態」度が さらに増加 してい くようである。

っ ぎは 「足」 について検討 してみることにす る。

lV.足

九鬼 は 「足」、 ことに 「素足」 についてつ ぎの ように論 じている。

「着物 に包んだ全身に封 して足だけを露出 させ るのは確かに媚態の二元

23}

性を表 してい る。」

さらに、

「この着物 と素足の關係 は、全身を裸 に して足だけに靴下 または靴 を履

く西洋風の露骨 さ と反封の方向を採つてゐる。 そ こにまた素足 の 『い
24)

き 』 た る所 以 が あ る 。」

と も論 じ て い る 。

で は 、 駒 子 の 〔足 〕 は ど う か 、 ま た 、 そ の 表 現 は ど の よ う に な さ れ て

い る の か を 検 討 し て い く こ と に す る 。

1.女 の 印 象 は 不 思 議 な く ら い 清..で あ っ た 。 足 指 の 裏 の 窪 み ま で き れ

い で あ ろ う と思 わ れ る 。(P.191.16)

Quellemerveilleusei皿pressionellefaisait,aforcedepropret6

etdefraicheurlUninstant,Shimamurasongeaquetoutsoncorps

devait色tred1unepropreteirr6prochablejusqu冒auplusinfime

d{含tai1,(...)[P.301.27-1.30]
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この場 面 は、初 めて 出会 った19歳 の 駒 子 に対 す る島 村 の 印 象 で あ る。

島村 は山か ら下 りて きた ばか りで あ り、 この時 、 島村 は駒子 に友 情 の う

な もの を感 じて いたので あ る。

この場面 の表 現で の注 目点 は、 「足 指 の裏 の窪 み まで」 で あ ろ う。 この

時 の 島村 は正 に 〈人 肌恋 しさ〉 が募 ってい たので あ るが、 この駒子 の姿

を見 て、 この山奥 の温泉場 に この よ うな清..感 の あ る娘 が い る の か と驚

きの よ うな感 も有 して いた と考 え られ る。

そ して、 その清潔 感 は 「足 指 の裏 の窪 み まで」 見 て取 れた ので あ る。

この フ ランス語 は`(_)toutsoncorpsdevaittitredluneproprete

irreprochablejusqu'auplusinfimedεtail,(...)'と 表現 され て い る。

こ の 日本 語 訳 は 〔女 の身体 は隅か ら隅 まで 非の打 ち所 のな い清 潔 さを有

して い る〕 とな る。 この 訳 の 中 で 、 〔清 潔 さ〕 を形 容 す る もの と して

`irreprochable'が 使 用 され て い るが
、 この形 容 詞 は直前 の名詞 の 隅か

ら隅 まで の完壁 な状況 を表 して い る。原文 が 「足 指の 〈窪み〉」 とした の

は、 身体 の中で最 も汚 れ が激 しい箇 所 の代 表 として挙 げて い る と考 え ら

れ る。 それ ほ ど、駒子 の 「足 指」 は島村 に は清潔 その もの に感 じ られ た

の で あ る。

2.(...)そ れ で 、 嬬 衿 の 襟 が 見 え ず 、 素 足 の縁 まで酔 いが 出 て、 隠れ

るや うに身 を縮 めて ゐ るの はf1!1に可 愛 く見 え た 。(P.100L4)

Leboutdetissunoirattacheaucolcachaitleki皿onode

dessous.SouslieffetdeIlalcool,sapeauflamboyaitjusquesous

laplantedespiedsnues,qu「ellecherchaitadissimuIeravecune

gracecharmanteetunriendeprovocation.[P.1381.5-1.10]

〔素 足 〕 に関 す る九 鬼 の論 につ い て は前述 したが、 この場 面 で は、駒 子

の 〔素 足〕 に注 目 して み る こ とにす る。 〔素 足〕 の フ ランス語 訳 は`les

piedsnues'。 〈足 〉 一 足 首 か ら足 指 まで 一 だ けが何 も付 けてい な い。
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「雪國」 にみる 『いき』 に関わ る日仏語の表現 について

この場面 は我々が駒子 の素足 に出た 「酔 い」の色か ら彼女の身体全体 の

色 まで も想像 し得 る状況 を創 り出 している。言い換 えれば、視覚で捉 え

られ るあ る物 の____部か らその全体 をイメージ しよ うと試 み るこ とがで き

る。

もう一つ、 〔足〕 とい う視点ではないが、 ここで考 えるべ き点 として、

訳者が動詞`flamboyer'を 使用 して、駒子の身体の色 を表現 しているこ

とである。訳者が この表現 を採用 したのは、 この文のす ぐ前 に、駒子 と

島村の問のつぎの ような会話か ら判断 した と考 えられ る。

島村:「 火みたいぢや ないか、馬鹿だね。」

駒子;「 さう?火 の枕、火傷す るよ。」(P.991.10-1.lI)

島村 は酔 っぱ らって部屋 にや って来た駒子 に不意 を突かれて、彼女 の

身体 の上に倒 れた。その時の駒子 の身体 は 「火傷す る」 ぐらい熱かった

のであ る。 これは、駒子 の島村 に対す る激 しい思 い(=火 の枕)が 態度

を明確 に しない島村 に向か って行 った(=火 傷す るよ)と 考 えられ る。

で は、最後 に、 この作 品の中で も最 も 「媚態」的 と考 え られ る 「指」

についての表現 を検討 してい くことにする。

V.指

九 鬼 は 「手 」 に つ い て 、 つ ぎ の よ うに論 じて い る。

「手 は媚 態 と深 い関係 を もつ て ゐ る。t...〉 手 は顔 に次 い で、 個 人 の

性 格 を表 は し、過 去 の禮験 を語 る もので あ る。(...)指 先 まで 響 い
25)

てゐる鯨韻によつて魂そのものを判断するのは不可能ではない。`一..)」

この九鬼の言か ら言 えぼ、っぎの1.並 びに2.の 島村 の場合は 「指」

先 まで過去の余韻 が明確 に残っているのである。

1.も う3時 間 も前の こと、島村は退屈 まぎれに左手の人差指 をい ろい

ろに動か して眺めて は、結局 この指だ けが、 これか ら會 ひに行 く女 を
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a)

なまなま しく豊 えてゐる、 はつ き り思い出そうとあせればあせ るほ ど、

つかみ どころな くぼや けてゆ く記憶の頼 りなさの うちに、 この指だけ
b)

は女の触感で今 も濡れてゐて、 自分 を遠 くの女へ引き寄せ るかのや う
じラ

に、不思議 に思ひなが ら、鼻 につ けて匂 ひを嗅いでみた りして ゐたが、...

(P.lll.18-P。1、3)

Celas'etaitproduittroisheuresplust6t,alorsque,

s冒ennuyant,Shimamuraconsid6raitdistraitementlapaumedesa

maingauche,faisantjouersesdoigts,ensedisantqu'iIn'yavait

wereuecettemain,lacaressedesdoitsdecettemain,ui

eussentconserveunsouvenirsensibleetvivace,la皿 色moirechaude

a'?

etcharnelledeIafemmequ'ilallaitrejoindre.

asamemoire,s'6vanouissantamesurequ噂ilessayaitde

rapPeleretenlaissantrienderrzereelle

raccrocher,rienqulilpatseulementretenir.Danslevaluedetout

sonetre,c'etaituniquementcettemaingauche,averlesouvenit

Carellesed{5robait

sela

aquoiilpαtse

b')

netetcommeactuelencoredesoncontactquisemblaitpermettrea

Shimamura正eretourenarri6re.Impressionn6ensentantsoudain

cettechaleurvivantesoussamain,gentpresqueparlarealit6e

trangedecettepresenceekepeut-6trequelquepeus6duit, の
Shimamuraavaitapprochesamaindesonvisafe.

[P.181.25-P.191.6]

2.「 こ いつ がYよ く君 を毘 え て ゐ た よ。」 と、 人差 指 だ け伸 ぼ した左

手 の握 り拳 を、 い きな り女 の 目の前 に突 きつ けた。
の

「さ う?」 と
、 女 は 彼 の 指 を 握 る と そ の ま ま離 さ な い で 手 を ひ く よ う

に 階 段 を 上 が っ て い っ た 。(P.181.4-1.6)

《Clestellequiagardedetoilameilleurem6moire.-Oui?》fit-elle
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「雪國」 にみる 『いき』 に関わる日仏語 の表現 について

　う
enserrantcette皿aindanslasiennecommesielleeftvoulu

entrainerShimamuraenhaut.[P.271.27-1.30]

こ の作 品 の 中 の 「指 」 につ い て の 表 現 として、 上記1.及 び2.の 表

現 を そ の 代 表 的 な例 と して 取 り上 げてい くこ とにす る。 島村 は駒 子 との

情交 の強 い余韻 を この 「左 人 差指 」 に持 ちっづ けて いた こ とを駒 子 に話

した。駒 子 は 「彼 の指 を握 る とその まま離 さな」 か った。 それ は、 駒子

自身 も島村 の左 人差 指 を握 る こ とに よって、 「あの時」 の余 韻 を 〈指 〉 を

通 して 島村 の 〈身体 〉全 体 か ら感 じ よ う との思 い が あ る と考 え られ る。

九鬼 が言 うよ うに、 ま さに 「指先 まで響 いて ゐ る鯨 韻 に よつ て魂 その も

のを判rす る」ので あ る。下線 部a)の 島村 の 「指 」一 フ ランス語 は 「手」一

けが敏感 に感 じ、 この時 まで な まな ま しい思 い出 を保 ち続 けて いた ので

あ る。 ここでの フランス語 表現 で注 目 しなれ ばな らな い もの は、`unsOU-

venir'と`unememozre'で あ る。 この 両 者 の使 い方 が 注 目 され る。`un

souvenir'は 「記 憶 能 力 」、 つ ま り、 〔過 去 の 出来 事 の うちか ら残 って い
　の

るもの〕で あ り、`uneme皿oire'は 〔意 識 に よ って 過 去 の イ メ ー ジや考 え

な どを保存 す るだ けで な く、過 去 の描写 として再 認識 し、 それ を再 現 さ
27)

せ る能 力〕で あ る。 島村 が情 を交 わ した女 、 〈駒子 〉 を官能 的、 かっ 、 な

まな ま し く思 い出す こ とがで き(・=unememoire)、 も う一 っ は過 去 か ら

残 存 して い る もの として、 それ を瓶 か敏感 に、 活 き活 き と記憶 して い る

(=unsouvenir)の で あ る。 訳 者 が こ の細 か い 点 に こだ わ って表 記 した

ので はな いか と考 え る。 さ らに、 注 目 した い点 は、訳 者 が 「指(=les

doigts)」 で は な く、 「手 」(=lamain)を 使 用 し、 も う0歩 踏 み 込 ん で 、

〔この手 の 指 の 愛 撫〕(=cettemain,lacaressedesdoigtsdecetteと

表 現 して い る こ とで あ る。 確 か に、 「指 」 で 「愛 撫 」 す るのだ が 、 「手 」

とい う表現 を使用 す る こ とに よって、 全体 的な イメ ー ジで駒 子 の身 体 を

捉 え よ うとして い る と考 え られ る。 それ故、下線 部cつ の と こ ろで 、 訳
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者 は駒子 との情 交 を確 か め るか の よ うに 「島村 は手 を顔 に近 づ けた。」 と

表現 してい る。 この 「手」 とは、 まさに`lacaressedesdoigtsdecette
28)

main'と い う情 交 に及 ん だ 「道 具 と して の手」 なので あ る。 それ故 、 島

村 が求 めた 〔駒 子 の匂 い〕 とは、 この 「手」 の 中 に こそ存在 す るもの と

考 え る こ とが で きるので は なか ろ うか。

下線部b')に 見 られ る`cettemaingauche'も 、 同様 に考 え る こ とが

で き る。 また、2.の 「彼 の指 を握 る とd)」 につ いて も`enserrantcette
d')

main'と 、 「手 」 の 表 現 に な っ て い る。 これ につ いて も、 同様 に考 え る こ

とが で きるで あ ろ う。
29)

以上 、 「指 」 を含 めた 「手 」 とい う概 念 は、 「道 具 の 中の道具 」 と言 わ

れ るよ うに、 〈男〉 に とって は、 〈女〉 との情 交 に関 わ る 「媚 態」 とい う

領域 にお いて、九鬼 が言 うよ うに 「過去 の髄験 を語 る もの」 なので あ る。

おわ りに
30)

三木は、 その著 「性愛観」の中で岡保生の言葉 を引用 して、つ ぎのよ

うに論 じてい る。

「〈エロティシズムを追求 した多 くの作家のなか にあって、 その美をき

わめて他の追随を許 さなかった〉(岡 保生 「男のエ ロティシズム と女 の

エロティシズム」(「文学 と鑑賞」昭和54年05月)

本稿で検討 してきたいろい ろな、多 くの 〈「艶」なる表現〉 は、三木が

言 うように 「川端 のエロテ ィシズムは様々な様 態 と嗜好 を表 し、瑞 々 し
31)

く、魅惑的に表現 されている」のである。 さらに、三木 は 「〈身体の こと

(難儀=生 理)も 忘れてしまった〉 とい う表現 と、その後の 「髪の毛を拾っ

て」 とい う動作だ けで、 〔情交〕を描写 している。言わば、読者 の想念 を

喚起す る とい う効果が省 筆表現故 に、濃厚 になってい る。 こうした省筆

による断片的、 あるいは点描的表現 はその後 の 〈部分〉 に固執 す る川端
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「雪國」 にみ る 『いき』 に関わ る日仏語 の表現 について

のエ ロティシズム全体 に見 られ る断片性 につ なが ってい るとも考 えられ
32)

る。」 と、論 じている。

しか しなが ら、訳者 に とって、 フランス語で表記す る場合 には日本語

表現 を具体的 に41訳 せ ざ るを得ない。確 かに川端作品の特徴 である 〔省

筆表現〕の素 晴 らしさ、美 しさ 一 これ こそが 〔想念 の喚起〕 と言 え る

が 一 をアル ファベ ッ トで表現す るとい う作業 について、磯谷 は 〔シン
33)

ポジ ウム川端康成 の 「雪国」の表現 について〕の 中で、つ ぎの ように論

じてい る。

「{,,.)ヨ ーロッパ語の表現は明示的で、 日本語的な含意 は表現 におい

ては削除 されて しまう。伝達構文、話法が発達 して いるの も、 この明

示化 と関係が あるので しょう。 こうした明示化 を指向す る言語 を含意

的省 略的で状況依存性の強い 日本語 に翻訳す ると、 日本語では本来省

略 され るもの までが翻訳 に出て しまい、冗長 な翻訳文がで きあが って

しまうとい うわ けです。伝達動詞 が翻訳で 目立 って くるの もその一例

で しょう。」

このように非常な困難 を伴 うのである。

この 「雪國」の主人公である駒子 の極 めて美 し く、時空 を越 えた動 き

に見 られ る 〔身体〕の細やかな 〔媚態〕表現 に対す る、 この川端 の表現

技法 は秀逸であ り、 それは、 日本語 を母語 とす る読み手の側 に とっては、

〔想念の喚起〕 こそが 自己の世界 を創 り出す ものである と教示 しているの

ではないか と、筆者は考えてい る。

駒子への描写 について、長谷川 は 「川端が駒子 に与 えた描写 は異常 な

感覚の負荷 を担っているに して も、 肉体 として定着 された重量 を持 って
34)

い る」 と、論 じてい る。

また、吉田が 「こうした露骨 な生理に関す る用語 をあ くまでか げに廻
35?

す ところに川端 文学 のbongO血tが あ る。」 と、 論 じて い る よ うに、 〈省 筆
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に見 られ る想起の喚起〉については、筆者 も認めるところである。、一方、

フランス語を母語 とす る読 み手に とっては磯谷が述べてい るよ うに、説

明的な表現 を要 す ることにな らざ るを得ない との考 えを筆者 も有 してい

る。

本作 品の フランス語版 には確 かに不備な点 も見 られ るが、武田が 「ゲ

ル ン氏 と藤森氏の共訳 の仏語訳の方 は、解説的な要素 こそ多いが、忠実

な訳文であ り、 これ によって 『雪国』 を読んだ場合 と原文で読んだ場合
36)

で特に著 しい差異を生 じる とは思えない出来 ばえである。」 と、論 じてい

るように、全体 的な表現 は原文 とさほどの違いは感 じられない。本稿 で

論 じた駒子 に関す る媚態的表現 についても、表現の内側 まで熟考 された

フランス語表現 となっていると考 える。

※本 文 中 の 〔ペ ー ジ ・行 数〕 の 日本語 はすべ て、新 潮社版 「川端 康成 全

集 」(全 三 十 三 巻)の 第 十 巻 「雪 國 」 に、 フ ラ ン ス語 は、BunkichiFUJI-

MORI/ArmelGUERNE訳"PAYSDENEIGE"(AlbinMichel版)に よっ た。

※ 本 文 並 び に注 釈 中 の 〔下線 〕 はす べ て筆 者が 記 した。

【注 釈 】

1>ド ナ ル ド ・キ ー ン は 日本 語 の 語 彙 に つ い て 、 「悲 しい 」 と 「春 の 」 とい う語

を例 に挙 げ て 、 つ ぎの よ うに述 べ て い る。

「フ ラ ンス語 のdouloureuxは 美 し くて
、 何 とな く 「悲 しい」 とよ く似 た 「匂

い」 が あ る。 又 、 「春 」 と 「春 の 」 を翻 訳 す る と、 同 じspringに な るが 、

「春 の 」 の訳 語 と して フ ラ ン ス語 のprintanierと い う よ うな 言 葉 が欲 し く

て た ま ら な い 。」

〔ドナ ル ド ・キ ー ン著:「 私 の 日本 文 学 適 遥 」(新 潮 社)昭 和56年 〕

2)九 鬼 周 造 著:〔 「『い き』 の構 造 」(岩 波 書 店)昭 和47年 〕

3)拙 稿:「 《文 化 の伝 達 》 か ら見 た 「翻 訳 」 に関 す る一考 察 」
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「雪國」にみ る 『いき』 に関わ る日仏語 の表現 について

〔創 価 大 学 別 科 紀 要 第15号(2002年3月)〕

4)竹 内 は、堀 田 善 衛 が 「川端 さん は人 類 の的 で す よ。」 と言 って い るの を読 み 、

亀 井 勝 一 郎 に会 っ た 時 、 亀 井 は 「あれ は 、 堀 田 君 が 川 端 さ ん を最 大 に ほ め る

た め に使 っ た ん だ 。」 と答 え た とい う。

〔竹 内 良 夫 著:頽 廃 の 美 学P.152-P.153(日 藝 出 版)昭 和47年 〕

5)九 鬼 はつ ぎ の よ うに論 じて い る。

「媚 態 とは
、 一 元 的 の 自 己が 自 己 に封 して 異性 を措 定 し、 自 己 と異 性 との 問

に可 能 的 關 係 を構 成 す る二 元 的 態 度 で あ る。 さ う して 「い き」 の う ち に 見

られ る 「な まめ か しさ」 「つ や っぼ さ」 「色 氣 」 な どは す べ て この 二 元 的 可

能性 を基 礎 とす る緊 張 に 外 な らな い 。」

〔九 鬼 周 造 著:「 い き」 の構 造(P.19L10-P.201.3)

(岩 波 書 店)昭 和47年 〕

6)こ の表 現 は 〔竹 内 良夫 著:頽 廃 の 美 学(日 藝 出版)昭 和47年 〕 か ら借 用 し

た 。

7)九 鬼 周 造 著:〔 「い き」 の構 造(P.781.IO-1.Il)〕

8)前 掲 書(P.79)

9)前 掲 書(P,781.10-1.lI)

10)こ れ と同 じ表 現 が も う一一か 所 出 て くる。(「雪 國 」P.351.3)

そ こで使 用 され て い る フラ ンス語 訳 は`Elleaundouxsourire,commesous

1'eClafd「unelumlere¢blouissante.Etsansdouteaveccesourire

a-t-ellepens6a《Z'autretemps》,(_)[P.531.12-Ll4]と 訳 され

て い る。 それ は 、 「あ の 時(=情 交)」 を 思 い 出 す か の よ うで あ っ た か らで

あ る。 こ こで は 、 〔気 詰 ま りを感 じさせ る〕 とい う場 面 で は な く、 〔思 い 出

に浸 り、恥 じ ら う〕 よ うな駒 子 の 表 情 と考 え られ る。 そ れ 故 、`doux'で あ

り、`sousP6clatd冒unel㎜i色re6blouissante'で あ る と考 え ら れ る。

ll>大 槻 ・多 田他 編:和 仏 中 辞 典(1989年3月)三 省 堂 書 店

12)九 鬼 周 造 著:〔 「い き」 の構 造(P.741.S-1.10)〕

13>前 掲 書(P.75LlO-P.761.3)

14)他 に も 「駒 子 の唇 は美 しい 蛭 の輪 の や うに滑 らか だ っ た」(P.81)が 見 られ

るが 、 この場 面 で は この文 は フ ラ ンス 語 に訳 さ れ て い な い。 しか し、 九 鬼 が

論 じて い る よ うに 「口 は 異性 間 の 通 路 と して の現 實 性 を具 備 して ゐ る」 の で
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あ るが 故 に、 訳 文 で も必 要 な もの で あ る。

15)九 鬼 周 造 著:〔 「い き」 の構 造(P.75L4-1.5)〕

16)前 掲 書(P,751.5-1.7)

17)前 掲 書(P.201.7-1.8)

18)前 掲 書(P.20L8-P.211.1)

19)前 掲 書(P.761.4-L5)

20)前 掲 書(P.761.5-1.6)

21)前 掲 書(P.851.1-1.2)

22)前 掲 書(P.801.2-1.3)

23)前 掲 書(P.811.9-1.10)

24)前 掲 書(P.811.10-P.821.2)

25>前 掲 書(P.821.3-P.831.1)

26)ロ ゴ ス 仏 仏 大 辞 典(P.2820)

27)前 掲 書(P.1987)

28)J.qク ーパ ー 著(1992):世 界 シ ン ボ ル 事 典(P.120)(三 省 堂)

29)前 掲 書 の 「手 」(P.120)の 項 目 に よ る と、 っ ぎ の よ う な解 説 が な され て い

る。 「ア リス トテ レス に よれ ば 、 手 は 『道 具 の 中 の 道 具 』 で あ る。」

30)三 木 雅 代 著(1999):「 性 愛 観 」(上 段P.1991.7-1.11)

〔田 村 ・馬 場 ・原 編:川 端 文 学 の 世 界5.そ の 思 想(勉 誠 出版)平 成ll年 〕

31)前 掲 書:「 性 愛 観 」(P.199下 段1.?-1.11)

32)前 掲 書:「 性 愛 観 」(P.207)

33)磯 谷(2000):「 文 体 論 研 究 」(第46号)(P.125>

34)長 谷 川 泉 著:川 端 康 成 論 考(P.3141.13-P.14)明 治 書 院(平 成3年)

35)吉 田 精一 著:「 『雪 国 』 の 翻 訳 一 一川 端 康 成 の 文 体 一 」

〔川 端 文 学 研 究 会1川 端 康 成 の 人 間 と芸 術(P.431)(教 育 出版 センター)〕

36)武 田勝 彦 著:「 翻 訳 作 品 と海 外 で の 評 価 」

〔長 谷 川 泉 編 著:「 川 端 康 成 作 品 研 究 」(P.402)(八 木 書 店)〕

【使 用 し た フ ラ ン ス 語 訳 】

"PAYSDENEIGE"(Albi
nMichel版)

(RomantraduitduJaponazsparBunkichiFUJIMoRI)
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「雪國」 にみる 『いき』 に関わる日仏語の表現 につ いて

(TextefrancaisparArmelGUERNE)

【使用 した原文】

川端康成著:「 雪國 」 〔「川端 康成 全集 」(全35巻)(新 潮社版)(第 十 巻)〕

【参 考 辞 典 】

1.駿 河 台 出 版 社:「 ロ ゴス 仏 仏 大 辞 典 」

2.三 省 堂:「 ク ラ ウ ン仏 和 中 辞 典 」

3.DICTI4NNAIRESLEROBERT:LENOUVEAUPETITROBERT(1994)

4.MauariceGREGISSE:LEBQNUSAGE(LibrairieHatier1969}
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4.E.G.サ イデンステッカー著:日 本 文 の翻訳(大 修館 書 店1992年6月)

安 西徹雄

5.E&サ イデンステッカー著:現 代 日本作 家論(新 潮社 昭和39年6月)

6.長 谷川 泉 編著:川 端康成 作 品研 究(八 木書 店 昭和44年3月>

7.長 谷川 泉 編:「 雪 国」 の分析 研 究

鶴 田欣也(教 育 出版 セ ンター1985年10月)

8.長 谷 川 泉 著:川 端康成 諭考(明 治書 院 平成3年11月)

9.竹 内良 夫 著:頽 廃 の美学(日 藝 出版 昭和47年9月>

10.大 橋 良介 編:文 化 の翻 訳 可能 性(人 文書 院1993年10月)

11.田 村 ・馬場 ・原編:川 端 文 学 の世界1～5(勉 誠 出版 平 成11年3月)

12.中 山眞彦 著:救 済 として の文 学 一 『雪国』とその仏語訳について 一

〔「現代文学」(1984年6月)〕

13.川 端文学研究会編著:川 端 康成 の人間 と芸術

(教育 出版 セ ンター 昭和49年3月)

14.永 丘 智郎 著:人 間 の社 会 的形成(邦 光書 房 昭和42年5月)

15.長 谷川 泉 著:川 端 文学 へ の視 点(明 治書 院 昭和47年5月)
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